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総合計画審議会の今後の運営及び部会の設置について 

１ 審議会の運営について                                    

(1) これまでの審議について 

・ 平成 28 年度は、長期的な観点から、岩手の今後 10 年の目指すべき方向性などにつ

いて、時代の潮流を踏まえつつ、委員の皆様の御専門の知見や地域の視点などから御

意見をいただき、幅広く御審議いただきました。 

 第 76 回審議会 幸福に関する御講演（京都大学 内田准教授）を踏まえた、岩手の

目指すべき将来像に係る御審議 

 第 77回審議会 「幸福に関する指標」研究会中間報告を踏まえた、今後 10年の岩手

県の展望に係る御審議 

 第 78回審議会 今後 10年の岩手の目指す将来像に係る御審議 

・ 平成 29 年度１回目の第 79 回審議会では、次期総合計画の意義、策定の進め方につ

いて御審議いただくとともに、関西大学 草郷教授から「地域社会創りと新たな発展

指標の開発」に係る御講演をいただき、次期総合計画において幸福をテーマとするこ

となどについて、御審議いただいたところです。 

・ さらに、本日の審議会では、「幸福に関する指標」研究会 吉野座長から、最終報

告をいただいております。 

 

(2) 次期総合計画の策定に係る審議会の運営について 

・ （議事（2）において御説明したとおり、）県では、次期総合計画の策定を表明した

ところであり、次期総合計画の基本的方向の審議について、次回の第 81 回審議会に

おいて、知事からの諮問により、正式に審議会に依頼したいと考えております。 

（第 81 回審議会開催日時 11 月８日（水）11：00 ～ 14：15（予定）） 

・ 知事からの諮問を受け、本審議会では、次期総合計画の基本的方向について審議を

行い、審議結果をとりまとめ、知事に答申いただきます。 

・ 知事の諮問に際しては、次期総合計画の策定についての県としての考え方（次期総

合計画の策定要綱）を明らかにします。本審議会では、策定要綱の枠組みに沿って、

審議を進めていただきます。 

 
(3) 今後の審議について 

今後の審議の進め方について、別紙１を御参照願います。 

また、次回の第 81 回審議会の内容（予定）は、以下のとおりです。 

ア 次期総合計画の基本的方向について（諮問） 

イ 部会の設置について（※ 次ページ御参照） 

※ その他、以下の事項についても、御審議いただく予定 

 政策評価結果について 

 ふるさと振興総合戦略の取組状況について 

 国土強靱化地域計画の実施状況について 

資料６ 
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２ 部会の設置について                                    

(1) 部会設置の目的 

次期総合計画の基本的方向に係る知事からの諮問を踏まえ、広範にわたる諮問事項

を効率的に審議するため、本審議会に部会を設置します。 

 

(2) 部会の構成（案）                                      

・ 考えられる主な審議の論点などにより部会の構成を整理します。 

また、併せて 12 の幸福領域を視点として整理します。 

・ 通常部会３部会、特別部会１部会の計４部会を設置します。 

・ 通常部会は、総計審委員６～７名、外部委員１～２名の計８～９名程度で構成しま

す。 

（※会長を除く委員 19 名から、２部会に委員６名、１部会に委員７名の就任を依頼。） 

・ 特別部会は、総計審委員４名、外部委員２名の６名程度で構成します。 

（※会長を除く委員 19 名のうち、委員４名の就任を依頼（通常部会と兼務）。） 

・ 各委員にお願いする部会については、御専門分野などを考慮の上、別途部会委員案

をお示しし、御意見を伺います。 

  

 部会名称（案） 主な審議の論点 
主に関連性の強い 

12 の幸福領域 

通常 

部会 

岩手の 

「暮らし」 

部会 

医療・子育て・福祉、環境、

安全・安心、社会資本・公

共交通・情報基盤 等 

居住環境、安全、余暇、健康、

子育て、家族、コミュニティ、

自然環境 

岩手の 

「仕事」 

部会 

産業・雇用、農林水産業 等 仕事、収入 

岩手の 

「人づくり」 

部会 

教育・文化 等 教育、歴史・文化 

特別 

部会 

岩手の 

「若者」 

部会 

若者施策全般 （若者施策に関すること） 
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※ 各部会の議論の状況については、相互に共有を図る。 

  

部会における審議のイメージ 

 

 目
指
す
姿
や
施
策
の
方
向 

（
県
民
の
幸
福
） 

岩
手
の
「
若
者
」
部
会 

政策分野ごとの議論 

（通常部会） 

岩手の「暮らし」部会 

岩手の「仕事」部会 

岩手の「人づくり」部会 

横断的視点による 

議論（特別部会） 
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別紙（次期総合計画の審議スケジュール（予定）） 

区 分 

平成 29 年度 平成 30 年度 

H29 

９月 10 月 11 月 12 月 

H30 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 

審議会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

部 会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（通常

部会） 

 

 

 

（特別

部会） 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

      

 

・幸福指標 

最終報告 

・計画策定の 

方向性等 

・審議会の 

今後の運営 

・諮問 

・計画の骨格 

・部会設置 

・部会長選出 

・部会審議の

進め方 

・部会長選出 

・部会審議の 

進め方 

・現状、課題 

・目指す姿 

（基本的な

方向性） 

・目指す姿 

（具体的な

展開方向） 

・部会審議 

経過報告 

・答申の構成 

案 

9/15 

第 80 回 

11/8 

第 81 回 

2/13 

第 82 回 

11/8 

第１回 

第１回 

第２回 
2/13 

第３回 
第４回 

・中間答申 

（素案） 

第５回 

・中間答申 

（案） 

第 83回 

・中間答申 

（案） 

第 84回 

・中間答申 

第 85回 

・計画（案） 

・答申（案） 

第 86回 

・計画 

（最終案） 

・答申 

議会への報告、

議決を経て、 

計画策定 

（H31.3 予定）
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【参考】過去の計画策定時における部会設置状況 

 
第三次岩手県 

総合発展計画 
岩手県総合計画 いわて県民計画 

計画策定 

時期 
H3.11 H11.8 H21.12 

審議会 

の構成 
委員 50 名 委員 50 名 委員 20 名 

起草 

委員会 

の構成 

各部会における審議会委員

４～５名、計 18 名により構

成 

各小委員会における審議会委

員４～５名、計 15 名により構

成 

 － 

（設置せず） 

部会等 

の構成 

１部会当たり委員11～16名

により構成（外部専門委員

なし） 

 

 

≪４つの部会≫ 

・基盤整備部会 

・県民福祉部会 

・人材育成部会 

・産業振興部会 

審議会委員 10 名及び専門委員

10 名（外部有識者）の計 20 名

により構成（外部専門委員な

し） 

 

≪５つの小委員会≫ 

・環境共生小委員会 

・快適で安心できる暮らし小委

員会 

・地域経済小委員会 

・連携・交流・ネットワーク小

委員会 

・個性・参加・共同小委員会 

 

※別途、人口・経済専門部会も

設置 

１部会当たり委員６～７名に

より構成（外部専門委員なし） 

 

 

 

≪３つの部会≫ 

・県民の暮らし部会 
（医療・福祉、子育て、環境、安全・

安心、生活基盤等） 

・県民の仕事部会 
（産業・雇用、農林水産業、産業基盤） 

・県民の学び・こころ部会 
（教育・文化、教育基盤等） 

 


